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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 5,212 △0.9 303 △43.8 428 △32.8 285 △31.6
2021年３月期第３四半期 5,260 ― 539 36.2 637 22.5 417 23.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 169.71 ―

2021年３月期第３四半期 248.24 ―

(注)　当社は、2021年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 10,322 5,066 49.1

2021年３月期 10,235 4,911 48.0

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 5,066 百万円 2021年３月期 4,911 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00

2022年３月期 ― 0.00 ―

2022年３月期(予想) 35.00 35.00

(注)　１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無　：　無

　　　　２．当社は、2021年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2022年３月期

　　　　（予想）の配当金については当該株式分割後の配当金の額を記載しております。



(％表示は、対前期増減率)

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,013 ― 531 △9.5 600 △18.9 170 △62.5 101.01

(注)　１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　無

　　２．当社は、2021年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2022年3月期の

業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮しております。

※　注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　②　①以外の会計方針の変更 ： 無

　③　会計上の見積りの変更 ： 無

　④　修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 1,700,000株 2021年３月期 1,700,000株

②　期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 17,040株 2021年３月期 17,040株

③　期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 1,682,960株 2021年３月期３Ｑ 1,682,960株

(注)　当社は、2021年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」、「期中平均株式数」を算

定しております。

※　四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績は予想数字と大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな

る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における国内経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種率の向上等により、10月

に緊急事態宣言が解除され、国内経済活動の再開による持ち直しの動きが見られましたが、新たに「オミクロン

株」が流行するなど、事態収束の見通しが立たず、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような経営環境の中で、「一貫パレチゼーション」の主要顧客である石油化学樹脂関連企業向けのレンタル

扱いは、下半期に入り、顧客側の生産在庫の削減や生産調整の状況が一巡し、増収基調に転じました。その他一般

顧客向けについても同様に、下半期以降、レンタル数量が前年同期を上回る水準で推移しましたが、上半期の減収

分をカバーするまでには至らず、当第３四半期累計期間の売上高総額は52億12百万円（前年同四半期比0.9％減）と

なりました。

費用面については、下半期からのパレット等のレンタル稼働率の回復に伴い、パレットの保管料が低下傾向とな

りましたが、一方、貸出数量の急増に対応するため、パレットの輸送・補修等に係る費用増を余儀なくされまし

た。パレットの新造抑制等によりコスト削減に努めましたが、営業費用は49億９百万円（前年同四半期比4.0％増）

となりました。

この結果、営業利益は３億３百万円（前年同四半期比43.8％減）、経常利益は４億28百万円（前年同四半期比

32.8％減）、四半期純利益は２億85百万円（前年同四半期比31.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の変動状況

当第３四半期会計期間末の総資産は、103億22百万円で、前事業年度に比べ87百万円増となりました。

流動資産は、18億17百万円で、前事業年度末に比べ59百万円、3.2％減、固定資産は、85億５百万円で、前事業年

度末に比べ１億46百万円、1.8％増となりました。

流動資産減少の主な要因は、レンタル未収金の増加はあったものの、現金及び預金の減少等によるものです。

固定資産増加の主な要因は、社用資産及び無形固定資産の増加等によるものです。

流動負債は、32億87百万円で、前事業年度末に比べ３百万円、0.1％減、固定負債は、19億68百万円で、前事業年

度末に比べ64百万円、3.2％減となりました。

流動負債の減少の主な要因は、買掛金及び未払金（「その他」に含む）の増加はあったものの、未払法人税等及

び１年内返済予定の長期借入金の減少等によるものです。

固定負債減少の主な要因は、長期未払金の増加はあったものの、長期借入金の減少等によるものです。

当第３四半期会計期間末の純資産は、50億66百万円で、前事業年度末に比べ１億54百万円、3.2％増となりまし

た。これは、利益剰余金が増加したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月７日に公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,010,768 818,642

受取手形 13,076 23,723

レンタル未収金 697,593 804,337

売掛金 81,576 74,188

未収還付法人税等 ― 24,997

その他 77,768 75,710

貸倒引当金 △3,634 △4,095

流動資産合計 1,877,149 1,817,505

固定資産

有形固定資産

貸与資産

賃貸用器具（純額） 7,166,601 7,184,643

貸与資産合計 7,166,601 7,184,643

社用資産

建物（純額） 134,589 135,257

土地 476,671 563,662

その他（純額） 132,476 147,113

社用資産合計 743,737 846,033

有形固定資産合計 7,910,339 8,030,676

無形固定資産 143,541 189,188

投資その他の資産

投資有価証券 173,566 167,861

その他 142,963 123,846

貸倒引当金 △11,971 △6,422

投資その他の資産合計 304,558 285,285

固定資産合計 8,358,439 8,505,149

資産合計 10,235,588 10,322,655

負債の部

流動負債

買掛金 605,432 711,746

短期借入金 1,030,000 1,030,000

1年内返済予定の長期借入金 949,810 891,732

未払法人税等 155,722 14,510

引当金 46,430 15,800

その他 503,672 624,151

流動負債合計 3,291,067 3,287,941

固定負債

長期借入金 1,360,210 1,163,468

引当金 14,987 16,617

長期未払金 626,129 759,240

資産除去債務 31,893 29,137

固定負債合計 2,033,220 1,968,463

負債合計 5,324,288 5,256,404
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 767,955 767,955

資本剰余金 486,455 486,455

利益剰余金 3,624,701 3,784,443

自己株式 △17,822 △17,822

株主資本合計 4,861,289 5,021,030

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 50,011 45,219

評価・換算差額等合計 50,011 45,219

純資産合計 4,911,300 5,066,250

負債純資産合計 10,235,588 10,322,655
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 5,260,755 5,212,461

売上原価 4,042,537 4,174,309

売上総利益 1,218,218 1,038,151

割賦販売未実現利益繰入額 699 ―

割賦販売未実現利益戻入額 4,452 ―

差引売上総利益 1,221,971 1,038,151

販売費及び一般管理費 682,222 734,847

営業利益 539,749 303,304

営業外収益

受取利息 9 2

受取配当金 4,764 5,184

紛失補償金 92,160 107,820

廃棄物処分収入 22,986 30,687

その他 406 560

営業外収益合計 120,328 144,255

営業外費用

支払利息 22,639 19,429

営業外費用合計 22,639 19,429

経常利益 637,437 428,130

特別利益

固定資産売却益 ― 350

特別利益合計 ― 350

特別損失

投資有価証券評価損 11,281 ―

固定資産除却損 ― 563

特別損失合計 11,281 563

税引前四半期純利益 626,156 427,916

法人税、住民税及び事業税 195,867 106,445

法人税等調整額 12,510 35,847

法人税等合計 208,378 142,293

四半期純利益 417,778 285,623
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

         該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これに

より、以下の変更を行いました。

 (1) プール料金

　　当社の「パレットプールシステム」（同一のパレットを多くの顧客に共同・循環利用していただくことに

よって、物流の効率化を図るシステム）の利用対価であり、従来は顧客工場等から出庫した時点で収益を認

識しておりましたが、個々のパレットの貸出完了状況に応じて収益認識する方法に変更いたしました。

 (2) ワンタイムチャージ

　　当社は、レンタル期間を合理的に見積もり、定額料金で請求する「ワンタイムチャージ」方式によるレン

タルサービスを提供しております。従来はレンタル開始時に収益の総額を認識しておりましたが、これを想

定するレンタル期間にわたり収益を認識する方法に変更いたしました。

 (3) 長期割賦販売

　　従来、商品引渡時に割賦販売に係る債権総額を売上高として計上し、回収期日末到来の売掛金に対する未

実現利益は繰延割賦売上利益として繰延処理しておりましたが、商品引渡時に当該割賦販売に係る全ての収

益及び利益を計上する方法に変更いたしました。

　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第

１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。こ

の結果、当第３四半期累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。また、利益剰余金の当期期首残高は66百万円減少しております。

２．「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定

会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸

表に与える影響はありません。
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